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高校生との主権者教育　意見交換会を開催　ほか特集

常任委員会報告・一般質問

議案等賛否表

小松島高校の参加者

小松島西高校の参加者

１２月定例会議
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令
和
６
年
の
元
日
は
能
登
半

島
、
令
和
７
年
は
熊
本
、
青
森

と
次
々
大
き
な
地
震
が
発
生
し

て
お
り
、
小
松
島
も
い
よ
い
よ

「
南
海
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か
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。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
７
年

12
月
６
日
、
目
佐
・
大
場
地
区

自
主
防
災
会
で
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
津
波
を
想
定
し
、
避
難
施
設

の
屋
上
ま
で
逃
げ
る
訓
練
で
、

防
災
グ
ッ
ズ
を
背
負
う
と
い
う

現
実
を
見
据
え
た
内
容
で
し
た

が
、
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
中

で
最
も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
継
続
は
大
切
だ
と
再

認
識
し
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
に
「
想
定
外
」
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

｟
佐
藤
　
光
太
郎
｠

当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

〒773-8501
小松島市横須町1番1号　小松島市議会事務局

（締切日  令和８年２月２８日消印有効）

◇あて先

はがきに答え・住所・氏名・年齢を記入。
正解者の中から、抽選で５名様に
ＱＵＯカード1000円分プレゼント!

◇応募方法

ク イ ズ

前号クイズ

①　１位

②　６位

③１６位

第７２回徳島駅伝での小松島市の

順位は何位でしょう。

芝生町旗山の義経騎馬像（1991年建立）の台座には、タイ
ムカプセルが埋め込まれています。さて、いつ開けること
になっているでしょうか。（ヒントは台座にあり！！）

（応募総数２５通） 答え　①　2041 年

議提第８号
（全会一致で可決）

（可否同数のため議長裁決により可決）

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し，国民が知らずに犯罪に
巻き込まれることを防ぐための環境整備等を求める意見書

「日本国国章損壊の罪」の早期制定を求める意見書

　世界的な臓器不足を背景に，臓器の確保を目的とする不正な臓器取引，人身取引，移植目的の渡航が深刻化し
ており，これらは医療倫理や人権を侵害する大きな問題となっている。こうした課題に対応するため，国際移植
学会（TTS）と国際腎臓学会（ISN）は，2008年４月に「臓器取引と移植ツーリズムに関するイスタンブール宣言」
を採択した。
　現在，国内でドナー不足が課題となっている。この現状を受け，2023 年３月時点で国内医療機関に通院してい
る渡航移植患者が 543 人に達している。しかしながら，出所不明な臓器を用いた移植には重大なリスクが伴い，
術後に患者が死亡する事例や，帰国後に診療拒否を受けるケースもある。
　現在，日本には渡航移植を制限する法律が存在せず，臓器提供の透明性を確保する登録制度も未整備である。
移植ツーリズムを防止する環境整備や適切な臓器移植の啓発活動の強化が急務となっている。
　よって小松島市議会は，国会及び政府に対し，臓器移植に関わる不正な臓器取引，移植目的の渡航等を防止し，
国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐため，環境整備に早急に取り組むことを強く求める。

議提第９号

日本の国旗および国章は、我が国を象徴するものとして広く定着している。
ところが近年、国旗等に侮蔑的な意匠を施し公然と振りかざす行為や、損壊する行為も見られ、法的
対応を求める声が高まっている。
しかし現行法では、外国の国旗等を損壊する行為を処罰する規定が存在する一方、自国の国旗・国章
については、故意の損壊・汚損を明確に禁止し処罰する規定がなく、法体系としての整合性に課題を
残している。
本市議会は、国旗・国章の尊厳を確保し、社会秩序の維持に資するべく、刑法上の新たな罰則整備を
早期に実施するよう求めるものである。
（１）国家の象徴としての国旗・国章の尊重の確保（２）公共の福祉と社会的秩序の維持
（３）国際的標準に照らした制度設計（４）法体系の整合性の確保
　　　国においては、１．国旗・国章の損壊行為を対象とする刑法上の新たな罰則規定を整備すること。
　　　２．法制度の整備にあたり、国民の理解促進を併せて進めること。

１．趣旨

２．理由

３．要望事項

休　会

（議案調査）

休　会

（事務整理）

休　会

（事務整理）

休　会

（事務整理）

質　疑
一般質問
（予備日）

質　疑
一般質問
（予備日）

質　疑

一般質問

質　疑

一般質問

産 業 建 設

常任委員会

予 算 決 算
常任委員会

①

予 算 決 算
常任委員会

②

予 算 決 算
常任委員会

③

予 算 決 算
常任委員会

④

予 算 決 算
常任委員会

⑤

議決・散会

総　務

常任委員会

文 教 厚 生

常任委員会

開　会天皇誕生日

春分の日

◎開会時刻　黒字：午前１０時　青字：午前１１時

２月

３月

日 月 火 水 木 金 土

22 23 24 25 26 27 28

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

令和８年２月 定例会議 日程
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「議会を知り、 まちを学ぶ」 ～高校生との主権者教育　意見交換会～

プログラム概要

選挙についてのイメージは変わりましたか？

良い方に変わった　31 人

特に変わらない　　 3 人

悪くなった　　　　 0 人

明確に
イメージできた　16 人

できた　　　　　15 人

少しできた　　　 3 人

できない　　　　 0 人

強く感じる　17 人

感じる　　　15 人

少し感じる　 1 人

感じない　　 1 人

とても行きたい　17 人

行きたい　　　　11 人

どちらでもない　 6 人

行かない　　　　 0 人

「自分の意見を社会に反映させる方法」が
　イメージできるようになりましたか？

議会や政治が以前より身近に
　感じられるようになりましたか？

あなたは今、選挙に行こうと思いますか？

令和７年　４月２８日

令和７年　５月２３日

令和７年１０月３０日

令和７年１２月１９日

徳島県美馬市議会

　構成検討特別委員会

山形県鶴岡市議会

　総務常任委員会

長野県佐久市議会

　議会運営委員会

群馬県藤岡市議会

　藤新会ほか

（令和７年４月～１２月）

ハラスメント防止研修を実施

　令和 7 年１２月３日、議員のハラスメント防止研修として、動画視聴による研修を

実施しました。

　令和 6 年 3 月に制定された小松島市議会ハラスメント防止条例では、「議長は、ハラ

スメントの根絶及び防止を図るため、議員に対し必要な研修等を実施しなければなら

ない」と規定されています。本研修は、この条文に

基づき、全議員を対象として実施したものです。

　研修には全議員が出席し、「政治分野におけるハ

ラスメント防止のための取組」及び「地方議会議員

のためのハラスメント防止講座」の各動画を視聴し、

その後に議員間にて意見交換を実施しました。

　これらの動画を通じて、政治分野におけるハラス

メント行為の具体的な事例を学ぶとともに、どのよ

うな行為がパワーハラスメントやセクシュアルハラ

スメントに該当するのかを改めて確認し、議員全員

で共通認識を図りました。
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◆　特　集　◆

視察受入状況

小松島高校　　　令和７年１１月１７日  生徒３１名参加

小松島西高校　　令和７年１１月１９日  生徒２１名参加

みなと学園　　　令和８年１月２２日実施（次号掲載予定）

　議会改革特別委員会では、高校生との主権者教育を行うことが決まりました。

　市内の３高校（小松島高校、小松島西高校、みなと学園）の生徒に議場を見てもらい、市議

会を知ってもらう。そして主権者教育 意見交換会を通じて、自分たちのまちを自分たちで考え、

行動できる力が育つ機会になるように、さらには有権者として適切な投票行動にもつながれば

という目的です。

⑤グループワーク

　「身近な課題とその解決方法を考える」

⑥グループワーク成果発表

⑦全体を通しての感想発表

⑧閉会挨拶

主催：小松島市議会、小松島市選挙管理委員会

①開会・挨拶

②趣旨説明

③講座「フリーレンたちと学ぶ地方議会」

④講座　選挙とは

進行：議会改革特別委員会

　　　　　　副委員長　池渕　彰

（小松島高校　４～５ページ）

（小松島西高校　６～７ページ）

市議会副議長　佐藤　光太郎

市議会議長　松下　大生

市選挙管理委員会委員長　佐藤　功

議会改革特別委員会

　　　　　　　委員長　吉見　勝之

市議会議員　近藤　純子

市選挙管理委員会

　　　　　　　事務局長　森　博史

目

的

視

察

先

視

察

日

参

加

者

委 

員 

長

委 
 
 
 

員

議　
　

長

委
員
外
参
加
議
員

間　

愛
結
美

池
渕　
　

彰
、
杉
本　
　

勝

前
川　

英
貴
、
米
﨑　

賢
治

四
宮　

祐
司
、
井
内　

章
介

近
藤　

純
子
、
肥
野　

耕
次

安
平　

剛
之
、
佐
藤
光
太
郎

松
下　

大
生

（
仮
称
）
新
小
松
島
小
学
校
の
建
設
工
事
の

現
地
視
察

（
仮
称
）
新
小
松
島
小
学
校
建
設
地

（
南
小
松
島
小
学
校
）

令
和
７
年
10
月
31
日

視

察

概

要
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◆　特　集　◆

小松島高校
○グループ１　小松島高校生５名　ファシリテーター：間議員　メンバー：杉本議員・髙木議員

○グループ２　小松島高校生５名　ファシリテーター：南部議員　メンバー：前川議員・井内議員

○グループ４　小松島高校生６名　ファシリテーター：孫田議員　メンバー：四宮議員

○グループ５　小松島高校生４名　ファシリテーター：肥野議員　メンバー：米﨑議員

○グループ６　小松島高校生６名　ファシリテーター：近藤議員　メンバー：吉見議員・池渕議員

○グループ３　小松島高校生５名　ファシリテーター：津川議員　メンバー：安平議員

テーマ：「駅や汽車を便利にする」 （時間、本数、近くにお店、きれいにする）

テーマ ： 「公衆衛生の改善」 （駅のトイレなど）

テーマ ： 「交通の利便性」 （汽車の本数が少ないこと）

テーマ ： 「図書館や学習スペースの充実」

テーマ ： 「公園 ・遊び場の整備」 （ボール遊びができない）

テーマ ： 「小松島市のスポーツをさかんに」

質問者  杉本　勝　議員

質問者  南部　透　議員

質問者  孫田　勤　議員

質問者  肥野　耕次　議員

質問者  近藤　純子　議員

質問者  津川　孝善　議員

質問者  間　愛結美　議員

　グループでの意見
・湧き水（地下水）のＰＲを。
・たぬき広場・南小松島駅周辺の活性化を。
・みんなが集まれる場所を。
・街灯を増やし、排水を改善してほしい。
・若者が利用しているＳＮＳを使って発信しては。

　グループでの意見
南小松島駅周辺での公共の衛生について
・駅前トイレがきれいに管理できていない。
　「たばこが落ちている」「トイレットペーパーの補充がされていない」
・市が、駅前公園を含め全体をきれいに管理するべきでは。
・清掃の頻度が少ないのではないか。予算を確保し、きれいに管理をしてほしい。
・小松島高校の生徒で管理する代わりに、生徒の活動に行政からの予算を充てられないか。

　グループでの意見
・ ＪＲ四国は民間企業なので市から便数増を命令できない。
・ 署名活動をしたいが理由が弱いとＪＲ四国に聞いてもらえないのでは。
・ ＪＲ四国は赤字で運行しているので便数増は難しいのでは。
・ 市内企業が自動車通勤者に補助をしてＪＲを使うようにしてもらい、 さらに
　市が企業に補助をすることで乗客を増やして便数増につなげられるのでは。

　グループでの意見
・土日には早く閉まる。
・ 座席数が少ない。
・ 仕切りを付け、 個人スペースの確保を。
・ 座席数の増加をしてほしい。
・ 使用時間の延長を。
・ 廃校を利用するなど複数箇所に学習スペースを確保しては。

　グループでの意見
・ たぬき広場やしおかぜ公園でのボール遊びの安全対策を。
・ 近くの公園の利活用により、 ボール遊びができる方向へ。
・ 住みたくなる小松島市のまちづくりについて。
・ 公園のトイレにセンサーライト設置や衛生面向上を。

　グループでの意見
・ スポーツ面で、 他市に比べて施設の充実、 競技人口、 成績が劣っている。
・ 年に数回、 スポーツイベントを開催してはどうか。
・ 公園の使っていないスペースなどにバスケットゴールなどの設備を整えては。

高校生からの意見を受けて、議員が市長などの
執行機関に対し、12 月定例会議で一般質問を
行いました

一般質問の様子は
こちらから御覧く
ださい
↓↓

高校から駅までの街灯について 通学路の排水の改善について

Q 部活などで遅くなると道が暗く人通りも少ないため下校
時は不安を感じており， 防犯安全対策として市道小松島３４
号線に街灯を設置するなど安全対策を検討してほしい

Q 雨が降ると通学路 （市道小松島３４号線） が冠水し， 登
下校の際自転車を押して歩くなど不便で危険な状況なので
対策をしてほしい

公共衛生について

Q南小松島駅前について
Q駅前の公共衛生の現状について
Q今後の公共衛生の在り方について

ＪＲ牟岐線の列車便を増加させることについて

Q署名活動をして市を通じてＪＲ四国に便数増加を要望できるか
Q ＪＲ牟岐線利用客増加のために市は何ができるか （企業誘致 ・ イベントなど）
Q 市内企業へ補助金を出しＪＲを利用して通勤する社員を補助することはできるか

学習スペースの確保について

Q現状に対しての不満などは
Q目的に合った運用であるのか
Q運用コストについて
Q様々な意見 ・要望に対しての考えは

公園 ・緑地における安全かつ多様な利用方策について

Q道路に境界線への安全対策について
Q高校生がボール遊びなど気軽に体を動かせる場所の確保について
Q今後の利活用について実施できる方向へ

高齢者から若者まで住みたくなる小松島市のまちづくりについて

Q少子高齢化脱却のための官民連携によるにぎわいの創出について
Q家族で取り組む健康づくりのさらなるアップについて
Q昔から伝統の祭りなど若い人に対する担い手を増やしていきたいが

公園トイレについて

Q新しい基準でのきれいなトイレができると聞いたが， 今後の工夫について教えてほしい

小松島市のスポーツを盛んに

Q新たなスポーツ行事の仕組みづくりについて
Q簡易スポーツ施設の整備について

湧き水 （地下水） のＰＲを たぬき広場 ・南小松島駅周辺の活性化を

Q湧き水 （地下水） とは　　Q利用者の声は
Q観光ＰＲを

Q現状は　　Q飲食店の誘致を
Qみんなが集まれる （高校生 ・外国人 ・市外の方） 場所を

グループワーク

成果発表
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◆　特　集　◆

小松島西高校
○グループ１　小松島西高校生４名　ファシリテーター：間議員　メンバー：杉本議員・髙木議員

○グループ２　小松島西高校生３名　ファシリテーター：南部議員　メンバー：前川議員・井内議員

○グループ４　小松島西高校生４名　ファシリテーター：孫田議員　メンバー：四宮議員

○グループ５　小松島西高校生４名　ファシリテーター：肥野議員　メンバー：米﨑議員

○グループ６　小松島西高校生４名　ファシリテーター：近藤議員　メンバー：吉見議員・池渕議員

○グループ３　小松島西高校生２名　ファシリテーター：津川議員　メンバー：安平議員

テーマ ： 「観光客を増やしたい」　

テーマ ： 「地域の活動を増やすことについて」

テーマ ： 「ゴミ問題について」 （海辺などの）

テーマ ： 「バスなどの公共交通機関が少ないことについて」

テーマ ： 「高齢者と若者 （中高生） の関わりを増やすことについて」

テーマ ： 「地域のイベントについて」

質問者  南部　透　議員

質問者  孫田　勤　議員

質問者  米﨑　賢治　議員

質問者 　吉見　勝之　議員

質問者  津川　孝善　議員

質問者  間　愛結美　議員

　グループでの意見
・たぬき広場・南小松島駅周辺の活性化を。
・みんなが集まれる場所を。
・のど自慢大会を開催しては。
・スポーツ施設の整備を。

・小松島市ならではのイベントの開催を。
・小松島市内のお店や特産物のＰＲを。
・若者が利用しているＳＮＳを使って発信しては。

　グループでの意見
・「花火大会を増やせないか」「おしゃれなマルシェや、みんなで盛り上がれ
　るイベントがもっとほしい」
・地域の活動は何をやっているか分からない。一緒にできることがあるのでは。
・小松島西高校の「食物科」では「ミニカフェ」を行っている。
 「食数が増やせたら、多くの方に参加してもらえる」「市に広報を助けてほしい」
　食材の予算の支援や広報の支援を。

　グループでの意見
・横須 ・金磯海岸にごみが多い。 何とかしたい。
・ ごみを捨てないようにキャンペーンがいる。
・ 市で条例をつくって対策できるのでは。
・ 全国チェーンの店でプラスチックストローを紙に変えている。
　マイクロプラスチック対策が必要なのでは。

　グループでの意見
・学生割引で利用者が増えるのでは。
・バスがどこを走っているか、どのくらいの時間で来るのかが
　分かれば利用しやすい。
・使用頻度の多い区間の増便、乗換えなしで行ける場所の増加を。

　グループでの意見
高齢者と話すと、「寂しい」「子どもと関わりたい」、家族と話をする
ときに「言葉を忘れてしまう」とのこと。子どもと関わる機会を増
やすことで脳の活性化、楽しみにもなるのでは。
解決策として
・食物科と福祉科のコラボイベントの開催
・食物科等と一緒に、御飯を作る (小松島西高校の調理室等 )
・町民運動会等に参加 (販売 )
・児童クラブと施設を一緒に (宿題も )

　グループでの意見
・中高生が主体的に参加できる大きなイベントが少ない。
・ ファッションショーや物品販売のできる場をつくってほしい。
・ 生徒も学校経由で、 イベント主催者に声をかけてもらう。
・ イベント情報を中高生に届けてほしい。

一般質問の様子は
こちらから御覧く
ださい
↓↓

たぬき広場 ・南小松島駅周辺の活性化を

Q現状は
Q飲食店の誘致を
Qみんなが集まれる （高校生 ・外国人 ・市外の方） 場所を

地域活動を増やすには

Q本市の地域活動について
Q若者が参加できる地域活動について
Q市内高校の地域活動を支える仕組みについて

市内の海岸にごみが多く捨てられていることの防止策について

Qごみを捨てないように市民に呼びかけるキャンペーンをすべきでは
Qごみを捨てないように条例をつくって実施すべきでは
Qプラスチックの利用を控える （事業者に対して） 施策を国に対し要望すべきでは

バスの便数が少ないことについて

Q学生向けの割引施策について
Qバス位置情報 ・時刻が分かるアプリの導入について
Q使用頻度の高い区間の増便について
Qバスに関する情報発信 ・周知について
Q乗換えなしで行ける目的地の拡大について

高齢者と若者 （中高生） の関わりを増やす方法について

Q高齢者と若者のイベントを開催しては
地域のイベントについて

Q若い世代が利用しやすい公共施設の環境整備について
Q中高生が参加できるイベントの周知方法について

継続できるイベントを スポーツ施設の整備を

Qのど自慢の開催を
Q場所 ・内容などを募集しては

Q陸上トラック ・ テニスコートを整備して
大会の開催を

高校生からの意見を受けて、議員が市長などの
執行機関に対し、12 月定例会議で一般質問を
行いました

グループワーク

成果発表



公共施設の再編・集約化について

学校再編について

水泳授業の在り方について

道路照明の維持管理体制について

小松島市道路整備評価基準について

未利用地利用について

農業政策，振興について

教育行政と学校現場の一体性は

職員を守るカスタマーハラスメント対策と条例制定について

手話言語条例の制定について

競輪場施設整備について

南海トラフ地震における津波対策について

企業誘致について

目佐川の治水機能の強化に向けた取組について

市内の里道（赤線），水路（青線）について

Ｐ８

Ｐ８

Ｐ１０

Ｐ１１

Ｐ１１

Ｐ１１

Ｐ１２

Ｐ１２

Ｐ９

Ｐ８
Ｐ９
Ｐ９
Ｐ８

Ｐ１０
Ｐ１０
Ｐ１０
Ｐ１１
Ｐ１０
Ｐ１０
Ｐ１０
Ｐ１１
Ｐ１１

Ｐ１１

Ｐ１０

市政 Ｑ＆Ａ
一般質問 ・ 発言要旨

津川　孝善

津川　孝善

間　愛結美

吉見　勝之

近藤　純子

杉本　　勝

髙木　幸次

◆一般質問

質問者名 件　　　　　名

◆「高校生との主権者教育 意見交換会」を受けての一般質問

小松島高校４～５ページ、

小松島西高校６～７ページに掲載しています

質問者名 件　　　　　名

孫田　　勤

孫田　　勤

肥野　耕次

肥野　耕次

南部　　透

南部　　透

米﨑　賢治

米﨑　賢治

地域コミュニティーの維持発展と単身高齢者
支援の強化について

議案第８３号　令和７年度小松島市一般会計
補正予算（第５号）について

部活動指導員配置促進事業と地域運動部活動
推進事業について

議案第１１６号　工事請負契約の変更について（（仮称）
新小松島小学校施設整備事業に係る建設工事）について
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県
の
徳
島
バ
ッ
テ
リ
ー
バ
レ
イ
構
想

と
連
動
し
、
蓄
電
所
の
誘
致
を

小
松
島
南
中
学
校
の
小
学
校
転
用
案

を
検
討
す
べ
き
で
は

学
校
再
編
実
施
計
画
の
見
直
し
に

着
手
し
た
い

関
心
の
あ
る
事
業
者
と
の
間
で

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る

至し

せ

い誠
コ
マ
ツ
シ
マ

至し

せ

い誠
コ
マ
ツ
シ
マ

津つ

が

わ川　

孝た
か
よ
し善

南な

ん

ぶ部　

透
と
お
る　

議
員

議
員

答

答

紙面編集 ・間　愛結美

津
川　

令
和
４
年
に
策
定

し
た
小
松
島
市
立
学
校
再

編
実
施
計
画
と
比
べ
、
現

在
で
は
よ
り
具
体
的
な
予

測
数
値
が
出
て
い
る
と
思

う
。
令
和
15
年
度
の
（
仮

称
）
新
小
松
島
南
小
学
校

の
児
童
数
と
、
市
内
全
体

の
中
学
生
の
生
徒
数
の
予

測
は
。

副
教
育
長　

（
仮
称
）
新

小
松
島
南
小
学
校
の
児
童

数
は
約
１
８
０
名
、
市
内

全
体
の
中
学
生
は
約
５
４

０
名
の
予
測
と
な
る
。

津
川　

加
速
度
を
増
す
児

童
生
徒
数
の
減
少
を
考
慮

す
る
と
、
現
在
の
小
松
島

南
中
学
校
を
新
小
学
校
と

し
て
転
用
し
、
市
内
中
学

生
全
て
を
現
在
の
小
松
島

中
学
校
に
集
め
る
中
学
校

１
校
案
も
検
討
す
べ
き
。

こ
れ
に
よ
り
生
じ
る
財
源

の
余
力
で
、
例
え
ば
市
立

体
育
館
の
改
修
や
、
老
朽

化
し
た
新
開
小
学
校
校
舎

や
体
育
館
を
解
体
し
、
敷

南
部　

行
政
目
的
で
使
用

し
て
い
な
い
土
地
を
小
松

島
市
未
利
用
等
市
有
財
産

利
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
進
め
る
と
い
う
話

が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な

手
順
を
経
て
、
判
断
を
下

す
こ
と
に
な
る
の
か
。

総
務
部
長　

検
討
フ
ロ
ー

で
は
、
行
政
目
的
で
の
利

活
用
を
優
先
的
に
検
討
。

続
い
て
地
域
等
に
よ
る
利

活
用
、
最
後
に
民
間
事
業

者
等
へ
の
売
却
ま
た
貸
付

け
を
行
う
。

南
部　

学
校
再
編
に
伴
う

千
代
小
学
校
と
芝
田
小
学

校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

の
検
討
状
況
は
。

総
務
部
長　

校
舎
、
敷
地

に
つ
い
て
方
針
が
決
ま
っ

て
い
な
い
。
教
育
の
形
で

の
利
活
用
は
し
な
い
。
行

政
目
的
で
利
活
用
を
検
討

し
、
地
域
で
の
利
活
用
は

地
域
の
意
見
を
聞
い
て
い

く
。

南
部　

住
民
か
ら
千
代
小

地
を
社
会
体
育
専
用
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。
こ
の
仮

説
に
基
づ
く
と
、
教
室
数

は
過
不
足
な
く
対
応
可
能

か
。

副
教
育
長　

現
在
の
学
校

再
編
実
施
計
画
に
は
そ
う

し
た
想
定
が
な
い
の
で
、

具
体
的
な
検
証
は
し
て
い

な
い
。

津
川　

「
児
童
生
徒
数
」

と
「
教
室
数
」
か
ら
単
純

に
算
数
を
行
え
ば
分
か
る

話
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
令
和
15
年
度
の

（
仮
称
）
新
小
松
島
南
小

学
校
の
予
測
児
童
数
１
８

０
名
を
35
人
学
級
で
割
る

と
、
６
ク
ラ
ス
。
ま
だ
最

大
９
ク
ラ
ス
分
を
確
保
で

き
る
。
あ
く
ま
で
仮
説
だ

が
、
和
田
島
小
学
校
の
児

童
も
収
容
で
き
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
中
学
校
に
つ
い

て
、
令
和
15
年
度
の
市
内

全
中
学
生
５
４
０
名
と
仮

学
校
が
な
く
な
っ
て
も
場

所
を
残
し
て
ほ
し
い
、
地

域
全
体
が
使
え
る
公
民
館

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

と
の
要
望
が
あ
る
。
今
後

の
検
討
プ
ロ
セ
ス
は
。

総
務
部
長　

学
校
関
係
者
、

地
域
の
意
見
等
を
聞
い
て

い
く
。

南
部　

未
利
用
地
の
活
用

に
は
複
合
的
な
視
点
が
必

要
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
、
収
益
を
生
み
出
す
。

そ
の
収
益
で
建
物
を
維
持

し
、
地
域
の
活
用
場
所
を

守
っ
て
い
く
。
土
地
が
自

ら
稼
ぎ
、
地
域
を
支
え
る

循
環
モ
デ
ル
を
つ
く
る
。

例
え
ば
蓄
電
所
の
誘
致
。

電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
蓄
電
池
の
ニ
ー
ズ
は

高
ま
っ
て
い
る
。
公
有
地

に
蓄
電
所
を
誘
致
で
き
れ

ば
税
収
が
入
る
。
そ
し
て
、

災
害
時
に
非
常
用
電
源
と

し
て
地
域
を
守
れ
る
。
学

校
跡
地
は
、
多
く
の
場
合

指
定
避
難
所
に
な
っ
て
い

定
。
35
人
学
級
で
割
る
と
、

16
ク
ラ
ス
。
こ
れ
に
対
し
、

小
松
島
中
学
校
の
普
通
教

室
は
当
初
設
計
で
18
ク
ラ

ス
。
県
立
・
私
立
中
学
校

へ
の
進
学
者
や
特
別
支
援

学
級
に
入
る
生
徒
も
一
定

数
い
る
た
め
、
さ
ら
に
教

室
数
は
余
分
に
確
保
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
の
転
用
案
を
議
論
の

俎
上
に
の
せ
、
比
較
、
検

証
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

副
教
育
長　

児
安
・
和
田

島
小
学
校
の
大
規
模
改
修

の
先
送
り
に
理
解
を
い
た

だ
き
、
学
校
再
編
実
施
計

画
自
体
の
見
直
し
に
着
手

し
た
い
。

る
。
停
電
時
も
照
明
が
つ

き
、
携
帯
電
話
の
充
電
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
も
使
え
る
。

稼
ぐ
力
と
防
災
力
、
同
時

に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。
県

の
徳
島
バ
ッ
テ
リ
ー
バ
レ

イ
構
想
と
も
連
動
し
、
地

域
の
防
災
力
の
向
上
に
資

す
る
蓄
電
所
の
誘
致
を
し

て
は
。

総
務
部
長　

蓄
電
所
は
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
各
地

で
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

本
市
も
既
に
、
関
心
の
あ

る
事
業
者
と
の
間
で
意
見

交
換
し
、
情
報
収
集
等
を

行
っ
て
い
る
。

（
注
）
小
松
島
南
中
学
校
校
舎

の
こ
と
。

（
注
）
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孫
田　

単
身
高
齢
者
の
増

加
に
伴
い
、
孤
独
死
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
ど
の
よ

う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

緊
急
通

報
装
置
や
人
感
セ
ン
サ
ー

の
貸
与
を
行
っ
て
い
る
。

孫
田　

認
知
症
が
疑
わ
れ

る
方
に
対
す
る
市
の
支
援

体
制
は
。

保
健
福
祉
部
長　

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

訪
問
や
認
知
症
初
期
集
中

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
見
守
り
シ
ー

ル
事
業
や
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器

の
導
入
費
用
に
対
す
る
補

助
も
実
施
し
て
い
る
。

肥
野　

本
市
に
お
け
る
現

在
の
農
業
振
興
の
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

小
松
島

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
お
い
て
方
針
を
定
め
、

計
画
の
推
進
に
努
め
て
い

る
。

肥
野　

支
援
対
象
に
零
細

・
兼
業
農
家
も
含
ま
れ
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

現
在
、

国
及
び
県
の
施
策
は
、
大

規
模
経
営
体
を
中
心
と
し

た
支
援
が
多
く
、
小
規
模

農
家
が
活
用
で
き
る
支
援

制
度
が
十
分
と
は
言
え
な

い
。
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
拡

充
や
要
件
緩
和
等
に
つ
い

て
国
や
県
に
要
望
し
て
い

孫
田　

特
殊
詐
欺
被
害
を

防
ぐ
た
め
啓
発
や
支
援
は
。

市
民
環
境
部
長　

特
殊
詐

欺
・
消
費
者
被
害
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
消
費
生
活

相
談
員
に
よ
る
出
前
講
座

開
催
等
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

孫
田　

地
域
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
高
齢
者
の
異
変

に
対
す
る
気
づ
き
の
情
報

を
早
期
に
把
握
し
、
対
応

に
つ
な
げ
て
い
く
仕
組
み

は
。

る
。
令
和
７
年
10
月
に
は

市
長
自
ら
農
林
水
産
省
へ

直
接
要
望
を
行
っ
た
。

肥
野　

零
細
・
兼
業
農
家

が
農
業
を
継
続
で
き
な
い

理
由
と
し
て
収
益
が
上
が

ら
な
い
、
ま
た
農
業
者
の

高
齢
化
が
考
え
ら
れ
る
が
、

市
の
対
策
も
し
く
は
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

か
。

産
業
振
興
部
長　

収
益
性

の
問
題
に
対
す
る
本
市
の

対
策
は
、
国
の
施
策
で
あ

る
経
営
所
得
安
定
対
策
の

推
進
、
有
機
農
産
物
の
生

産
や
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
よ
る
付
加
価
値
を
つ

け
る
こ
と
で
、
農
業
経
営

保
健
福
祉
部
長　

郵
便
局

や
新
聞
配
達
店
等
と
の
高

齢
者
の
見
守
り
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

い
ち
早
く
高
齢
者
の
異
変

に
気
づ
け
る
よ
う
に
、
連

携
強
化
に
努
め
た
い
。

孫
田　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
地
域
福
祉
推
進
の

担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け

る
政
策
方
針
は
。

保
健
福
祉
部
長　

本
市
の

第
２
期
地
域
福
祉
計
画
に

お
い
て
は
、
住
民
同
士
が

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

を
取
組
の
方
向
性
に
掲
げ

て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
活
動
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

の
安
定
化
と
収
益
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
高
齢
化
対

策
と
し
て
は
、
新
規
就
農

者
へ
の
就
農
定
着
の
た
め

の
助
成
、
農
地
中
間
管
理

機
構
と
の
連
携
に
よ
る
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
の
促

進
、
省
力
化
の
た
め
の
機

械
導
入
支
援
等
の
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

肥
野　

農
業
用
の
水
路
を

本
市
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。
管
理
で
き
て
い
な
い

水
路
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

単
身
高
齢
者
の
孤
独
死
を
防
ぐ

取
組
は

農
業
支
援
対
象
に
零
細
・
兼
業
農
家

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か

緊
急
通
報
装
置
や
人
感
セ
ン
サ
ー
の

貸
与
を
行
っ
て
い
る

支
援
制
度
が
十
分
と
は
言
え
な
い

令れ
い
わ
せ
ん
し
ん
か
い

和
先
進
会

清せ
い
り
ゅ
う

流
み
ら
い

孫ま

ご

た田　

勤
つ
と
む　

肥ひ

の野　

耕こ

う

じ次

議
員

議
員

答

答

紙面編集 ・安平　剛之

米
﨑　

先
行
事
例
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
参
考
に

し
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

多
く
の
地
方

自
治
体
で
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
お
り
、
本
市
で
も

令
和
８
年
４
月
か
ら
の
適

用
に
向
け
、
名
札
表
記
見

直
し
を
検
討
し
、
電
話
録

音
機
能
の
拡
充
や
研
修
を

今
後
実
施
し
て
い
き
た
い
。

米
﨑　

全
国
的
な
カ
ス
ハ

ラ
防
止
条
例
化
の
動
き
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

公
務
職
場
で
も
職

孫
田　

単
身
高
齢
者
の
リ

ス
ク
増
大
を
踏
ま
え
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
通

じ
た
見
守
り
活
動
を
支
援

す
る
市
独
自
の
支
援
制
度

の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

友
愛
訪

問
活
動
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
通
じ
て
の
見
守
り
活
動

米
﨑　

発
注
方
式
の
変
更

を
視
野
に
入
れ
た
検
討
の

後
、
事
業
の
進
め
方
に
変

更
は
あ
っ
た
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

小
松
島

競
輪
場
の
施
設
整
備
は
発

注
方
法
の
再
検
討
を
行
い
、

エ
リ
ア
を
２
つ
に
分
け
、

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
エ
リ
ア

の
か
。

産
業
振
興
部
長　

土
地
改

良
区
が
管
理
す
る
基
幹
的

な
用
水
路
に
つ
い
て
は
、

位
置
や
延
長
等
を
一
定
程

度
把
握
し
て
い
る
が
、
地

域
の
慣
行
に
よ
り
管
理
さ

れ
て
い
る
小
規
模
な
水
路

に
つ
い
て
は
、
全
て
を
網

員
の
精
神
的
負
担
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
停
滞
が
懸
念

さ
れ
、
多
く
の
自
治
体
で

対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
ま
ず
は
統
一
的

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
か

ら
取
り
組
み
た
い
。

米
﨑　

本
市
の
手
話
に
対

す
る
認
識
と
現
状
は
。

保
健
福
祉
部
長　

手
話
は

聾
者
と
の
意
思
疎
通
を
図

る
た
め
の
言
語
で
あ
り
、

申
請
に
応
じ
て
手
話
通
訳

を
派
遣
し
て
い
る
。
市
役

は
あ
る
が
、
担
い
手
不
足

等
の
課
題
が
あ
る
。
市
と

し
て
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
を
ど
の
よ
う
に
継
続
、

発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

孫
田　

認
可
地
縁
団
体
は

本
市
に
幾
つ
あ
る
か
。

総
務
部
長　

市
長
の
認
可

は
設
計
・
施
工
一
括
発
注

方
式
で
進
め
、
選
手
管
理

エ
リ
ア
は
地
元
経
済
に
留

意
し
つ
つ
、
現
在
、
発
注

業
務
や
整
備
方
法
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

米
﨑　

整
備
手
法
変
更
の

検
討
に
よ
り
、
完
成
時
期

が
ず
れ
込
む
の
か
。

羅
的
に
把
握
で
き
て
い
な

い
。

肥
野　

高
齢
化
に
よ
る
農

業
者
の
減
少
に
よ
っ
て
、

畦
畔
や
水
路
の
草
刈
り
、

水
路
の
掃
除
が
で
き
て
い

な
い
状
況
へ
の
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長　

国
の
支

援
制
度
の
積
極
的
な
活
用

所
に
は
、
手
話
通
訳
士
を

フ
ル
タ
イ
ム
で
設
置
し
、

支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。

米
﨑　

条
例
制
定
に
当
た

り
、
市
の
考
え
方
は
。

保
健
福
祉
部
長　

今
後
も

手
話
に
関
す
る
取
組
や
理

解
促
進
に
向
け
た
普
及
啓

発
を
継
続
的
に
実
施
し
、

条
例
の
策
定
時
期
や
内
容

等
に
つ
い
て
も
当
事
者
、

関
係
機
関
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

を
受
け
て
い
る
認
可
地
縁

団
体
は
３
団
体
で
あ
る
。

孫
田　

令
和
３
年
度
の
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

認
可
要
件
が
緩
和
さ
れ
た

が
市
の
取
組
は
。

総
務
部
長　

法
改
正
後
も

大
幅
増
は
見
込
ま
ず
、
特

段
の
対
応
予
定
は
な
い
。

産
業
振
興
部
長　

選
手
管

理
エ
リ
ア
の
改
修
設
計
業

務
等
に
約
１
年
要
す
る
。

非
開
催
期
間
も
延
期
す
る

必
要
が
あ
り
、
メ
イ
ン
ス

タ
ン
ド
等
は
令
和
11
年
度

末
完
成
を
目
標
に
、
収
益

と
安
全
面
の
両
立
を
図
り
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

や
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
維
持
管
理
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

競
輪
場
施
設
の
整
備
手
法
変
更
の

検
討
に
よ
り
完
成
時
期
は

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
等
は
令
和
11
年
度

末
完
成
を
目
標
に
進
め
た
い

新し
ん
ぷ
う風

は
な
み
ず
き

米よ
ね
ざ
き﨑　

賢け

ん

じ治

議
員

答

手
話
言
語
条
例
の

制
定
は

カ
ス
ハ
ラ
対
策
と

条
例
制
定
は



以下の議案３２件、 陳情１件、 議員提出議案１件は全会一致で可決 （採択 ・同意）

議案第１１６号 「工事請負契約の変更について （（仮称） 新小松島小学校施設整備事業に係る建設工事）」 は、 変更契約に関す

る添付書類の不備のため、 議案が撤回となりました。

原案に対して　○は賛成　●は反対　　※議長 （松下　大生） は原則採決に加わりませんが、議提第９号は可否同数のため議長裁決となりました。

（賛否の分かれた議案）

第８４号 令和７年度小松島市競輪事業特別会計補正予
算（第２号） 第１０１号 小松島市公共下水道事業減債基金条例を廃止

する条例について

第８５号 令和７年度小松島市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号） 第１０２号 小松島市競輪事業臨時従事員の給与等に関す

る条例の一部を改正する条例について

第８６号 令和７年度小松島市国民健康保険特別会計補
正予算（第２号） 第１０３号 小松島市企業職員の給与の種類及び基準を定

める条例の一部を改正する条例について

第８７号 令和７年度小松島市介護保険特別会計補正予
算（第１号） 陳情第４号

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的
の渡航等を防止し，国民が知らずに犯罪に巻
き込まれることを防ぐための環境整備等を求
める意見書提出の陳情

第８８号 令和７年度小松島市下水道事業会計補正予算
（第１号） 第１０４号 令和７年度小松島市一般会計補正予算（第６

号）

第８９号 小松島市職員の旅費に関する条例の一部を改
正する条例について 第１０５号 令和７年度小松島市競輪事業特別会計補正予

算（第３号）

第９０号 小松島市証人等に対する実費弁償に関する条
例の一部を改正する条例について 第１０６号 令和７年度小松島市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第３号）

第９１号
小松島市個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

第１０７号 令和７年度小松島市国民健康保険特別会計補
正予算（第３号）

第９２号 小松島市長等の損害賠償責任の一部免責に関
する条例の一部を改正する条例について 第１０８号 令和７年度小松島市介護保険特別会計補正予

算（第２号）

第９３号 小松島市火災予防条例の一部を改正する条例
について 第１０９号 令和７年度小松島市下水道事業会計補正予算

（第２号）

第９４号 小松島市印鑑条例の一部を改正する条例につ
いて 第１１０号 令和７年度小松島市水道事業会計補正予算（

第１号）

第９５号 小松島市乳児等通園支援事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の制定について 第１１１号 小松島市職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例について

第９６号
小松島市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条
例について

第１１２号
小松島市会計年度任用職員の給与及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例につい
て

第９７号
小松島市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

第１１３号 公平委員会委員の選任の同意について

第９８号
小松島市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例について

第１１４号 固定資産評価審査委員会委員の選任の同意に
ついて

第９９号 小松島市学校給食費徴収条例の制定について 第１１５号 教育委員会委員の任命の同意について

第１００号 小松島市下水道事業の設置等に関する条例を
廃止する条例について 議提第８号

臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的
の渡航等を防止し，国民が知らずに犯罪に巻
き込まれることを防ぐための環境整備等を求
める意見書

　議員名 　
（議席番号順）

　議案等

委
員
長
報
告

間　

愛
結
美

南
部　
　

透

津
川　

孝
善

孫
田　
　

勤

肥
野　

耕
次

髙
木　

幸
次

松
下　

大
生

四
宮　

祐
司

井
内　

章
介

近
藤　

純
子

佐
藤
光
太
郎

前
川　

英
貴

吉
見　

勝
之

安
平　

剛
之

池
渕　
　

彰

米
﨑　

賢
治

杉
本  　

勝

結　

果

第８３号
令和７年度小松島市一般会計補正予
算（第５号）

可
決 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

陳情第３号
ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワク
チンを含む）接種事業中止の意見書
提出を求める陳情書

継
続
審
査

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○
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１２月定例会議　一般質問　

紙面編集 ・米﨑　賢治

髙
木　

昭
和
南
海
地
震
の

対
策
と
し
て
防
潮
堤
が
建

設
さ
れ
て
い
た
。
近
年
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
東
北
地
方
の
各
地
で
、

巨
大
な
防
潮
堤
が
建
設
さ

れ
、
万
全
な
津
波
対
策
、

津
波
か
ら
逃
げ
る
こ
と
よ

り
も
ま
ず
は
津
波
を
防
ぐ

対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
、
こ
の
よ
う
な

津
波
を
防
ぐ
対
策
を
し
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る

津
波
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
巨
大
な
堤
防
を
建
設
す

る
よ
う
、
国
や
県
に
働
き

か
け
る
必
要
は
な
い
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

津
波
対

策
で
は
、
ま
ず
は
津
波
か

ら
逃
げ
る
こ
と
が
最
重
要

で
あ
り
、
本
市
で
は
現
在
、

津
波
避
難
困
難
地
域
に
お

い
て
津
波
避
難
施
設
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
津
波
の
高
さ
や

波
力
を
低
減
す
る
た
め
の

ハ
ー
ド
対
策
は
、
避
難
時

間
35
分
を
確
保
す
る
上
で

極
め
て
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
徳
島
県
が
主
体
と

な
り
進
め
て
い
る
既
存
海

岸
保
全
施
設
の
Ｌ
１
津
波

へ
の
対
応
は
、
河
川
部
分

に
つ
い
て
は
、
点
検
、
補

修
が
実
施
さ
れ
、
既
に
完

了
し
て
い
る
。
ま
た
、
港

湾
部
分
に
つ
い
て
は
、
徳

島
県
海
岸
保
全
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
が
計
画
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
も
県
と
の

連
携
を
よ
り
一
層
密
に
、

国
に
対
し
て
も
津
波
対
策

の
整
備
に
係
る
予
算
確
保

に
つ
い
て
、
継
続
的
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

髙
木　

令
和
６
年
12
月
定

例
会
議
で
、
目
佐
川
の
し

ゅ
ん
せ
つ
工
事
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
そ
の
際
、
阿

南
市
の
担
当
部
署
と
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
し
ゅ
ん

せ
つ
を
実
施
す
る
と
答
弁

巨
大
な
堤
防
を
建
設
す
る
よ
う
国
や

県
に
働
き
か
け
る
必
要
は
な
い
の
か

津
波
対
策
の
整
備
に
係
る
予
算
確
保

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い

令れ
い
わ
せ
ん
し
ん
か
い

和
先
進
会

髙た

か

ぎ木　

幸こ

う

じ次

議
員

答

が
あ
っ
た
。
目
佐
川
に
お

け
る
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

令
和
７

年
９
月
に
工
事
の
施
工
業

者
が
決
定
し
、
11
月
下
旬

よ
り
河
川
内
の
水
抜
き
作

業
、
仮
設
道
路
の
設
置
作

業
等
に
取
り
か
か
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
河
川
上
流

部
よ
り
順
次
、
堆
積
土
砂

の
搬
出
と
処
理
、
仮
設
道

路
の
撤
去
作
業
を
行
い
、

令
和
７
年
度
内
に
工
事
を

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
旨

の
報
告
を
阿
南
市
よ
り
受

け
て
い
る
。

予算説明書に記載されている、新小学校施設整備事業費、3570 万 8 千円は不要であると考える。後

に提案される予定の工事請負契約の変更について（（仮称）新小松島小学校施設整備事業に係る建

設工事）に反対の立場を取るので、その前提となる補正予算案に反対する。

◎議案第８３号に対する 反対討論　孫田　勤　議員

日
本
国
旗
の
損
壊
行
為
が
蔓
延
し
て
い
る
立
法
事
実

は
な
く
、
罰
則
を
設
け
る
必
要
性
は
な
い
。
外
国
国

旗
損
壊
罪
は
日
本
の
外
交
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め

の
も
の
。
日
本
国
旗
が
公
の
も
の
な
ら
、
器
物
損
壊

罪
に
な
る
。
表
現
の
自
由
の
観
点
か
ら
罰
則
で
禁
止

す
べ
き
で
な
い
。

日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
尊
厳
が
詰
ま
っ

た
国
旗
が
破
壊
さ
れ
、
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
い

ろ
い
ろ
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
見
て
い
る
生
徒
や
子
ど

も
た
ち
に
、
表
現
の
自
由
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
、
侮

辱
さ
れ
て
も
我
慢
し
な
さ
い
と
言
い
た
く
な
い
。

罪
の
創
設
と
い
う
立
法
問
題
で
あ
り
、
国
で
議
論
さ

れ
る
べ
き
。
市
政
運
営
と
の
関
連
性
が
不
明
確
で
、

国
に
先
行
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
市
議
会
と
し
て

適
切
か
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

外
国
国
章
損
壊
罪
と
の
均
衡
や
国
家
と
し
て
の
基
本

的
価
値
の
明
確
化
と
い
う
、
法
制
度
上
の
整
理
を
伴

う
重
要
な
課
題
だ
。
国
で
議
論
さ
れ
る
今
こ
そ
、
そ

の
実
現
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
地
方
の
意
思
を

示
す
こ
と
に
、
私
た
ち
地
方
議
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
が
あ
る
。

◎
議
提
第
９
号
に
対
す
る

本
会
議　反

対
討
論　

孫
田　

勤　

議
員

賛
成
討
論　

肥
野
耕
次　

議
員

反
対
討
論　

杉
本　

勝　

議
員

賛
成
討
論　

津
川
孝
善　

議
員

討
論

目佐川

目
佐
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ

工
事
の
進
捗
は
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１２月定例会議　常任委員会報告　

紙面編集 ・佐藤　光太郎

当
委
員
会
に
は
、
議
案
７

件
、
陳
情
１
件
が
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
、

陳
情
は
採
択
と
し
た
。　

◎
議
案
第
89
号

市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

◎
議
案
第
90
号

市
証
人
等
に
対
す
る
実
費

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
91
号

市
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
92
号

市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任

当
委
員
会
に
は
、
議
案
７

件
、
陳
情
１
件
が
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
議
案

第
１
１
６
号
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
で
議
案
の
撤
回
と

な
り
、
そ
の
他
の
議
案
は

原
案
の
と
お
り
可
決
、
陳

情
は
継
続
審
査
と
し
た
。

ま
た
、
報
告
１
件
に
つ
い

て
は
詳
細
な
説
明
を
受
け

た
。

◎
議
案
第
94
号

市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
95
号

市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

の
一
部
免
責
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

◎
議
案
第
93
号

市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
１
１
１
号
（
追

加
）

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

◎
議
案
第
１
１
２
号
（
追

加
）

市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

◎
陳
情
第
４
号

臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正

な
臓
器
取
引
や
移
植
目
的

る
基
準
を
定
め
る
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
96
号

市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
97
号

市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
98
号

市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

◎
議
案
第
99
号

市
学
校
給
食
費
徴
収
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
１
１
６
号
（
撤

回
）

の
渡
航
等
を
防
止
し
、
国

民
が
知
ら
ず
に
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
の
環
境
整
備
等
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

に
つ
い
て
は
、
採
決
の
結

果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

◇
所
管
事
項
で
の
質
問
◇

津
川　

重
点
支
援
地
方
交

付
金
の
使
い
方
の
方
向
性

は
決
ま
っ
た
の
か
。

財
政
課
長　

重
点
支
援
地

方
交
付
金
は
、
様
々
な
物

価
高
騰
支
援
に
対
し
、
使

用
で
き
る
。
庁
内
の
各
課

に
照
会
を
か
け
、
そ
れ
が

全
て
出
そ
ろ
っ
た
後
に
、

協
議
し
て
決
定
し
た
い
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て
（（
仮
称
）
新
小

松
島
小
学
校
施
設
整
備
事

業
に
係
る
建
設
工
事
）

◎
陳
情
第
３
号

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
レ

プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
含

む
）
接
種
事
業
中
止
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

書
に
つ
い
て
は
、
陳
情
者

か
ら
説
明
を
聞
き
た
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
継
続
審
査
に
付

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

◎
報
告
第
27
号

公
用
車
運
転
中
の
事
故
に

関
し
、
損
害
賠
償
額
を
専

決
処
分
に
よ
り
決
定
し
た

た
め
、
報
告
す
る
も
の
。

委
員
長

委
員
長

安や
す
ひ
ら平　

剛た
か
ゆ
き之　

　

間
は
ざ
ま　

愛あ

ゆ

み

結
美　

総
務

文
教

厚
生

常

任

委

員

会

報

告

小
松
島
市
学
校
給
食
費
徴
収
条
例
の
制
定
を
可
決

当
委
員
会
に
は
、
議
案
13

件
が
付
託
さ
れ
、
審
査
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。

◎
議
案
第
83
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
） 

５
億
２
９
８
１
万

円
の
追
加
。
物
価
高
騰
に

伴
う
新
小
学
校
建
設
等
工

事
費
の
増
へ
の
対
応
、
漁

業
協
同
組
合
に
よ
る
鮮
度

保
持
施
設
の
整
備
に
関
す

る
事
業
補
助
金
の
ほ
か
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
等
の
扶
助
費
、
当
初

予
算
計
上
後
に
お
け
る
配

置
転
換
に
よ
る
職
員
給
与

費
や
会
計
年
度
任
用
職
員

等
の
人
件
費
の
増
減
を
は

じ
め
と
す
る
義
務
的
経
費

な
ど
の
予
算
を
計
上
。

当
委
員
会
に
は
、
議
案
４

件
が
付
託
さ
れ
、
審
査
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。
ま
た
、
報
告
２

件
に
つ
い
て
は
詳
細
な
説

明
を
受
け
た
。

◎
議
案
第
１
０
０
号

市
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
。

◇
議
案
に
対
す
る
質
疑
◇

安
平　

金
磯
の
汚
水
管
を

雨
水
管
に
転
用
す
る
な
ら
、

計
画
の
見
直
し
の
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

県
、
国
に
報
告
し
、
計
画

を
変
更
す
る
必
要
性
が
あ

る
か
を
確
認
す
る
。

◎
議
案
第
１
０
１
号

市
公
共
下
水
道
事
業
減
債

◎
議
案
第
84
号

競
輪
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

◎
議
案
第
85
号

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
議
案
第
86
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
議
案
第
87
号

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

◎
議
案
第
88
号

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
。

◎
議
案
第
１
０
２
号

市
競
輪
事
業
臨
時
従
事
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
議
案
第
１
０
３
号

市
企
業
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

◎
報
告
第
25
号
・
26
号

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
公
営
住
宅
家
賃
の
滞

納
に
つ
い
て
、
訴
訟
提
起

を
専
決
処
分
に
よ
り
行
っ

た
の
で
、
報
告
す
る
も
の
。

●
行
政
か
ら
の
報
告
事
項

市
水
道
事
業
（
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
計
画
・

水
道
料
金
改
定
計
画
）
案

に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け

◎
議
案
第
１
０
４
号 

（
追

加
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
２
億
２
３
３
万
円

の
追
加
。
国
の
補
正
予
算

に
伴
う
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
す
る
物
価
高
対
応
子

育
て
応
援
手
当
給
付
事
業

に
要
す
る
経
費
等
の
予
算

を
計
上
。

◎
議
案
第
１
０
５
号
〜
１

１
０
号
（
追
加
）

競
輪
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
・
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
・
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
・
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
・
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
・
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

た
。

◇
所
管
事
項
で
の
質
問
◇

前
川　

平
成
20
年
代
に
金

磯
に
設
置
さ
れ
た
下
水
道

管
は
、
県
道
を
ま
た
が
り

埋
ま
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　

金
磯
地

区
の
雨
水
管
に
つ
い
て
、

２
回
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

県
が
管
理
し
て
い
る
芝
生

川
の
下
を
抜
き
、
県
道
に

到
達
し
て
い
る
管
が
あ
る
。

髙
木　

太
田
川
の
改
修
後

の
排
水
を
土
地
改
良
区
と

行
政
で
話
を
し
て
ほ
し
い

が
。

農
林
水
産
課
長　

土
地
改

良
区
を
は
じ
め
、
流
域
周

辺
、
県
・
阿
南
市
と
も
合

意
形
成
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
状
況
把
握
や
関
係

者
か
ら
の
意
見
聴
取
を
丁

寧
に
実
施
し
た
い
。

物
価
高
騰
に
伴
う
新
小
学
校
建
設
等
工
事
費
の
増
を

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

小
松
島
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

小
松
島
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

委
員
長

委
員
長

四し
の
み
や宮　

祐ゆ

う

じ司　

近こ
ん
ど
う藤　

純じ
ゅ
ん
こ子　

産
業

建
設

予
算

決
算

公立保育施設の写真

新小学校建設工事の様子


